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１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

 世界へのプレゼントになろう 

     
奉仕の理想車を走らせよう!! 
   Let’s drive your ideal car of the service!! 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

グローバルな市場を持ったのに

もかかわらず、グローバルな民

主主義は生まれていない。未だ

にグローバルな法律やルール

を持っていない。国家が法律な

しでは機能しないと同様に、

ルールの無いグローバルな市

場も機能しない。市場には“誰

が”、“何を”所有しているのか

について適切なルールが必要であり、規制する公的な機

関も必要であるが、現在の市場にはそうしたものが欠けて

いる。法律がなければ何も違法とはならないので、金融業

界は法の抜け穴をくぐって、あくどいことをやっていた。

我々は、グローバルな市場を持ったにもかかわらず、グ

ローバルなルールがなかった事が危機に繋がった。」と述

べています。 

 アタリ氏は、今後もこのようなルールの無いグローバルな

市場が続くことになれば、世界は次の５つの波に襲われる

だろうと予測しています。 

 まず、１つ目の波は、アメリカ支配の崩壊です。アメリカそ

のものは残るが、唯一の存在ではなくなり、インフラ整備、

水やエネルギー確保、膨大な借金返済で世界から撤退す

るという予測です。 

 ２番目の波は多極型秩序の登場です。アメリカに代わっ

て10から15あるいは20ケ国が世界を統治する予測です。

現在のG20が良い例ですが、いずれ失敗に終わることに

なるだろうと述べています。国際協調はグローバルな市場

に打ち勝つほど、強力ではないからです。 

 第３番目の波は、市場が世界を支配するという予測で

す。一国支配の帝国ではなく、市場そのものが帝国とな

り、様々なものが民営化されてゆきます。教育、保健、社

会保障、そして、長期的には、警察や軍までもが民営化さ

れ、この第3の波は2040年には始まるだろうと述べていま
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前回の報告（第２７６２例会） 

  平成２７年１２月３日(木）  
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（中元会長） 

 皆さんは、超民主主義という言葉をお聞きになったこと

がありますか。超民主主義という概念を創りだしたフランス

人のアタリ氏は、経済学者であるとともに歴史家、思想家

でミッテラン元大統領顧問やサルコジ元大統領政策立案

に関与していました。 

 そのアタリ氏が、2009年に、アメリカのサブプライムロー

ン問題に端を発した世界的な金融危機について次のよう

に述べています。「冷戦崩壊後に、我々は世界的規模の

点  鐘 

平成２７年１２月１０日 第２７６３回 

・年次総会 

 

・ソング：「我らの生業」 

  平成２７年１２月１７日 第２７６４回 

・外部卓話 田中政彦氏（有田市教育長） 

  「最近つくづく思うこと」 

・ソング：「それでこそロータリー」 
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会長の時間  

ＲＩより新会員推薦者である成川守彦君に感謝の

意を表し認証ピンが届きましたので、中元会長よ

り授与されました。 

認証ピン授与 



２ 

疾病予防と治療月間 

す。 

 4番目の波は、この市場が長続きせず、今よりひどい無

秩序をもたらすという予測です。貧富の差がさらに広が

り、エネルギーや水資源が極端に不足、気候変動も激し

くなり、やがて戦争に発展し、アタリ氏が「究極の紛争」と

呼ぶ超紛争の波で様々な国の間で紛争が起き、ありとあ

らゆる武器が開発されるだろうと述べています。2015年の

現在、イスラム圏における同時多発テロや紛争が、イスラ

ム圏以外の国にも及んでおり、アタリ氏の予測は的中し

ています。決して、遠い未来の話ではないのです。近い

未来のことなのです。 

 そして、第５番目の波は、超紛争後の世界には、別の

統治方法が必要だとの理解が広まります。個々の自由に

基づくのではなく、思いやりに基づいた世界であります。

人々は他人や社会に思いやりをもつことが、幸福に繋が

ることに気付くのです。母親が子供を抱く優しさや、他人

を喜ばせることで幸せを見い出したり、博愛を基礎とする

社会です。これは、アタリ氏が超民主主義と呼ぶもので、

2060年頃に起きる第５の波と予測しています。アタリ氏は

これが超紛争の後ではなく、超紛争の代わりに起きること

を願っているようです。確かに、もしこの超紛争が起きて

しまえば、地球は壊滅的な状況に陥ってしまうでしょう。 

アタリ氏が言う超民主主義とは利他主義であり、市場原

理の限界を超えた、人の思いやりや、善意で世界が運営

される、国境のない世界平和主義という理想モデルの一

つなのです。まさしく、これは、我々のロータリーが100年

以上前から続けてきた活動そのものなのです。我々ロー

タリアンは自分たちの活動が如何に大切で価値あるもの

かを再認識し、更なる努力を継続して行きたいものです。 

 

 

 

 （上野山(栄)幹事） 

〇地区より 

1.米山記念奨学委員会よりRI2640地区米山学友総会開

催の案内。（米山嶋田副委員長と橋爪誠治カウンセ

ラーへ） 

2.オンツー・ソウルアドバイザー内海委員長より2640地区

ソウル国際大会ジャパンナイトへの案内（嶋田国際奉

仕委員長へ） 

3.2015-2016年度 2015年8月28日までの会計処理に関

する報告書が届く。 

〇福井ガバナーエレクトより 

1.地区委員の推薦に対する御礼状が届く。 

 

 

 

＊指名委員会 

     （上野山(英）委員長） 

 年次総会を次週開催し、次

年度の理事・役員を推薦いた

します。 

 

 

＊社会青少年奉仕委員会 

          （橋本委員長） 

 来週12/10「初島中学校生徒と

ラオス海外留学生との交流事

業」を開催します。 

皆さんのご参加、よろしくお願い

します。 

 

 

 

 

（脇村例会運営委員） 

本日の会員数２８名 

 （出席規定免除会員９名） 

出席会員数２２名 

 （出席規定免除会員６名） 

       ９１．６６％ 

11/19   ８７．５０％ 

MU：應地君、嶋田(崇）君、中村君、橋本君 

 

 

 

 

（中村SAA） 

中元君：いよいよ本格的な冬が始まったようです。会員の

皆様はお風邪などをお召されませんようお願い致しま

す。 

上野山（栄）君：本日、卓話させて頂きます。よろしくお願

いします。 

児島君：上野山（栄）さん、興味あるテーマ、楽しみです。 

脇村君：上野山(栄)さん、本日の卓話よろしくお願いしま

す。楽しみにしています。 

橋本君：上野山栄作さん、有田の将来の卓話、よろしく

お願いします。 

松村君：上野山栄作さん、卓話楽しみにしています。 

上野山（英）君：栄作さん、本日卓話楽しみです。 

石垣君：上野山栄作君、卓話楽しみにしています。 

橋爪(誠）君：上野山栄作様、本日の卓話楽しみにしてい

ました。勉強させて頂きます。 

橋爪(正)君：上野山栄作君、卓話楽しみです。 

嶋田(崇)君：上野山栄作君、卓話ご苦労さまです。 

應地君：上野山栄作さん、卓話を楽しみにしています。 

酒井君：上野山栄作さん、本日の卓話よろしくお願いしま

す。 

成川(守）君：上野山幹事、卓話楽しみです。有田川町だ

けでなく、有田市の活性化もよろしく！ 

岩本君：上野山幹事様、本日の卓話楽しみです。 

井上君：仕事の都合で年内最後の例会出席になります。

みな様よいお年を。 

宮井君：上野山栄作君、本日の卓話ご苦労さんです。楽

しみにしています。 

中村君：上野山幹事、本日の卓話楽しみです。 

 

 幹事報告  

委員会報告 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 



 

 

「有田の未来、地方創生？」 

 

 地方創生とは一言で言うと、「東京に集まりすぎた人口

を地方に戻すための施策」のこと。現在の日本の人口を

維持させる出生率は2.08ですが、東京は1.08しかありま

せん。昔は地方で人が生まれて、東京に流入して日本国

の経済発展を支えるというモデルが成立していたのです

が、今は人口を供給していた田舎でもそんなに子どもが

生まれなくなってきました。このままでは東京への流入も

減少し、流入した人たちは子どもを産まない。このままで

は日本自体の存続すら危ぶまれる。ということを政府がい

よいよ問題視し始めたわけです。 

 もう一つの問題は財政問題です。高齢化に伴う社会保

障費には数々の問題により削減の手を付けにくく今回、

毎年16兆円ほどかかっている「地方交付税」を取り上げ

たわけです。これまでは「均衡ある国土の発展」の理念の

元に産業が弱く財源の乏しい自治体を助けるために支

出してきました。十数年前から、平成の大合併が行われ

てきました。これは全国の地方自治体の数を減らして、出

来る限り効率化していこうという施策でした。合併すると１

０年は合併特例債というちょっと多めに交付金をあげます

よと。そして今、全国でこの合併特例債が終わる自治体

が出てきたこのタイミングで続編が始まったわけです。こ

れから国の財政を考えた時に全国一律に面倒を見ること

はできません、頑張る自治体とそうでない自治体は区別

します。という厳しい施作です。 

 まずは各自治体に地域版総合戦略プランを作るようお

達しが出てちょうど10月31日の締め切りでした。地域版

総合戦略プランとは、それぞれの地域に根づいた産業

育成、雇用創出のプランを作成しなければなりません。 

 2060年台に人口1億人前後を維持、最低でも2,700万

人は人口減少することを前提とし、単に人口を見るだけ

ではなくて、生産年齢人口のバランスも大事で、そのた

めには地方に若者に住んで子どもを産んで欲しい。各自

治体でしっかりした地域版戦略プラン（＝雇用創出プラ

ン）を作り、それを国が応援するというボトムアップ的な手

法が取り入れた的を射た政策だと思います。今後は各自

治体のプランによって交付税の増減がかなりあると推測

できます。今やる気を見せた自治体が勝ち組になる。ま

さにそんな政策です。 

 では、ここで、有田市の人口

増減を考えてみると、このまま

施作を打たなければ2040年

には30000人の人口が21000

人にも減少してしまいます。

2060年には15000人を割り込

んでしまうという状況です。こう

考えると危機感を感じずには

いられません。しかし、出生率

や転入者を増やすことにより、

人口の減り方は緩和されま

す。施作を打たなければ必ず

人口は減ってしまいます。 

 このように人口が減れば税

収が激減します。その結果、

公共サービスは極端に低下し

ていき、さらに人口が減りま

す。そして役場は機能しなく

なっていくと思います。このよ

うな現象で、和歌山県の自治

体の約８割は消滅すると言わ

れています。その訳は若い女

性の人口減少率をみるとよく

分かります。有田市で2040年

に子供を産める若い女性の

人口は2010年に比べ59.8%と

なります。国内でも約半数の

自治体が消滅すると言われて

います。人は完全にいなくは

な り ま せ んが当 然、地域経

済、産業、地縁までもが衰退を余儀なくされるでしょう。そ

れを見越した施作を考えていかなければなりません。地

方創生という言葉が先走る時期ですが、そんな言葉が流

行らなくても、近い未来を乗り切る持続可能な地域づくり

が急務だと思いませんか？ 

 次に、有田川町で私が取り組んでいることについてお

話しします。 

 有田川では「有田川は、日本で最も住みたいまちにな

る」というキャッチフレーズでまちづくりに取り組んでしま

す。特に住んでいる住民自身が楽しめるまちづくりを住

民が主体となって行うことにより自然と人が集まってくると

いうような町を目指しています。そこでキーとなるのが２０

歳から３９歳の女性です。どのようにすれば、この年代の

女性が有田川に留まってくれるのか？また帰ってくるの

か？移住してくれるのか？今までと同じことをしていても

変わらないと思います。思い切って「おしゃれ、カワイイ、

たのしい」というような女性目線で生活を考えてみることも

必要でしょうし、町の中心となる人々も今までとは逆転し

て若者や女性に発言権やリーダシップがあるような町の

仕組みが必要なのかもしれません。今までは役場任せで

あったまちづくりを自分たちが考えることがもっとも重要だ

と考え、40歳までの若者を中心にまちづくりの団体、

Team変人を結成しました。女子が「希望を抱き子育てし

ていきたい」「仕事があるから住むのではなく、住みたい

から仕事をつくる」「若者が住みたくなるまちを住民主体

３ 

疾病予防と治療月間 

 卓 話 

 

 

 

会員 

 上野山 栄作 君 



でつくる」このような視点で取り組む計画を行っていま

す。 

 そのまちづくりの手本となっているのがアメリカ、オレゴ

ン州のポートランドです。ポートランドは西海岸のカナダ

の手前の北に位置する、人口５９万人のまちです。そん

な場所に今、なぜ人が集まるのか？ここ数年、アメリカで

最も住みたいまちに選ばれ、最も出産に適したまちにも

選ばれています。2001年からの経済成長はなんと61%と

目を見張る数字ですし、何と言っても毎週350人もの人が

移り住み2030年には100万人になると言われています。

ではなぜ？このように人気があるのでしょうか？ 

 ポートランドにはポートランド市開発局（PDC）という機

能があるのですが、行政とは別にまちを企画開発する機

能を果たしています。また、ネイバーフット・アソシエイショ

ン（PDNA）という地域別の住民団体があり、まちづくりに

深く関わっています。都市再生にはPDCの企画により、

固定資産税を投資に変え民間投資も合わせた資金調達

の仕組みがしっかりと出来ています。そして地域のPDNA

が関わり誰もが望む再生を果たしてきました。 

 そのようなポートランドの市行政局がいま、有田川のま

ちづくりに効力してくれています。私の友人が以前から

PDCとのコネクションを持っていました。PDCは以前から

日本の札幌や柏市などの都市開発を手がけたことはあり

ましたが、今回、日本における地方創生に目を向け、日

本の中でどの地域手を差し伸べるか迷っていたところ、

友人から私に連絡が入り、私の方から強く行政に働きか

けて、日本で初めてPDCが手がける地方創生の場所が

有田川町になりました。 

 まず、先駆けて７月中旬に有田川にPDCの職員である

日本人の山崎さんとエイミーさんの２名が来日し、町内を

フィールドワークし、廃校になる予定の２つの保育所に目

をつけ、女性が楽しめたり起業したりできる場所へとリノ

ベーションの計画や遊歩道「ポッポ道」の活用方法など

町内の若者達や役場職員との具体的なワークを行い、７

月２１日には、きびドームを満杯にする住民を集めた講

演会を開催し、県外からも集客を果たし盛況のうちにキッ

クオフが出来ました。続いて、９月には、日本における町

再生プロジェクトを別会社で行っている俳優の伊勢谷祐

介さんを招いて、まちづくりに関わる町内の若手女子を

育成するために、まちづくりに興味のある女子を集め、女

子会を開催し、勉強会を企画し、定員を大幅に超える女

子を集めました。ここでも女子の意見をまちづくりに反映

することを宣言しています。続いて１０月には、ポートラン

ドより世界の都市計画を手がける会社のスタッフを招いて

具体的な田殿保育所後の有効利用とポッポ道の有効活

用やスポーツパーク、スケートボードパークのワークスタ

ディなど住民からの意見を反映させた計画や住民主体

のまちづくりを行う上でのアドバイスをいただきました。い

まの時期はみかんで忙しいので大きな動きは避けていま

すが、チーム変人は資金調達に欠かせないフャンドの勉

強会を地方銀行と共に行ったり、まちづくり会社の設立

方法などを学んでいるところです。 

 具体的に形として見える事例作り、例えば保育所のリノ

ベーションなどですが、それと同時に住民主体のまちづ

くりを実践していくためには図のような仕組みが必要と考

え、来年はもっと多くの住民を巻き込んでいきたいと考え

ているところです。 

 これからの高齢社会と人口減少、この現実を受け止

め、いま、ロータリアンとして有田の未来に向け提言でき

る取り組みはないのでしょうか？国の施作「地方創生」そ

れを役所の計画書だけに留めるのではなく、本当に今、

私たちが地域社会に対して行わなければならないことが

たくさんあるのではないでしょうか。  

 

 

疾病予防と治療月間 

４ 

閉会・点鐘 （中元会長） 

～過ぎし時に敬意を表わして～ 

ポールハリス語録 
 

素晴らしい夢を見てそれを実現していく

のなら、夢を見ることも、おそらくそん

なに悪いことではないでしょう。（ロー

タリーへの道より） 
 

 Perhaps dreaming  is not so bad if one 
dreams good dreams and makes them 
come true. 

（関場慶博ＲＩ第２８３０地区ＰＤＧ提供資料より） 


